
お詫びと訂正 
 
弊社刊行の『強度行動障害を予防する こどもの気持ちからはじめる標準的な支援』の本

文中、以下の箇所に誤りがございました。謹んでお詫び申し上げますとともに、訂正させて

いただきます。（2026 年 6 月 30 日更新） 
 

該当頁：174～177 頁 
該当箇所：図表 9－1 強度行動障害「対象者の概要シート（一般用）」のクレジット 

（※修正箇所は赤い線で囲んだ箇所です） 
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図表9－1　強度行動障害　「対象者の概要シート（一般用）」

対象者の概要
記入日（R　　年　　月　　日）

所属名（　　　　　　　　　）  記入者氏名（　　　　　　　　　　）

氏名・性別・年齢：

【１】
市町村
※支給決定
市町村

市
町
村

【２】
利用中の
福祉
サービス

□ 1. 居宅介護　 □ 2. 短期入所
□ 3. 行動援護　 □ 4. 移動支援
□ 5. 日中一時支援
□ 6. 放課後等デイサービス
□ 7. 重度障害者等包括サービス
□ 8. 不明

【３】
支援区分

【４】
居住場所

□ 1. 在宅 □ 2. 施設入所
□ 3. グループホーム
□ 4. 入院中
➡ 4.を選択した場合
　・入院前の住まい（番号1～3：　　）
　・入院期間    （約　　　年 　　ヶ月）

【１】
療育手帳の
区分

□ 1. A 
□ 2. B
□ 3. 無　
□ 4. 不明
□ 5. その他
（　　　　　　　）

【２】
知能指数

□ 1. IQ 80以上  □ 2. IQ 71～79
□ 3. 軽度知的障害（IQ51～70）
□ 4. 中度知的障害（IQ36～50）
□ 5. 重度知的障害（IQ21～35）
□ 6. 最重度知的障害（IQ20以下）
□ 7. 不明

【３】
服薬
（向精神薬）

□ 1. 有   
□ 2. 無 
□ 3. 不明

【４】
診断名
 （複数選択
可）

□ 1. 知的障害 □ 2. 自閉スペクトラム症（注1）
□ 3. ADHD □ 4. LD　　　□ 5. てんかん
□ 6. ダウン症 □ 7. 不明
□ 8. 併存疾患（具体名）　　　　　　　　　　　 
（注1） 自閉症・アスペルガー障害・広汎性発達障害も

含む

《感覚特性・行動上の問題》 《能力・支援の方法》
運
動

問題 □なし　□あり（例　　　　　　　　　　） □走れる　□歩ける　□歩行障害
□車椅子　□補装具

食
事

感覚過敏 □なし　□あり（以下の項目を選択）
（□熱さ  □冷たさ  □味  □匂い  □食感）

（スキル）
□全介助　□半介助　□見守り
□自立

（環境面の配慮）
拒否 □なし　□あり（例　　　　　　　　　　）

偏食 □なし　□あり（例　　　　　　　　　　）

異食 □なし　□あり（例　　　　　　　　　　）

詰め込み □なし　□あり（例　　　　　　　　　　）

食器投げ □なし　□あり（例　　　　　　　　　　）

多飲水 □なし　□あり（例　　　　　　　　　　）

その他

（會田千重・池内豊作成）

174 Part 3  連携して育ちを支える



＊＊クライシスプラン（あればご記入ください）＊＊

いつもの様子（*^-^*） 注意サイン（>_<） 介入が必要 （T_T）

状
態

予
防
介
入

集団参加

□ 可

□ 支援があれば可　（支援内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 不可
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177第9章  関係機関の連携
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